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１．開催概要 

（１）開催期間 令和6 年11 月1 日（金）～11 月30 日（土） 
（２）開催方法 WEB による配信（閲覧 URL：https://jehc-sympo.com） 
（３）テーマ 電気のチカラでＧＸに貢献 めざせ！世界をリードする脱炭素技術 
（４）主催：一般社団法人日本エレクトロヒートセンター 
（５）共催：日刊工業新聞社 
（６）後援：経済産業省、環境省、日本商工会議所 
（７）協賛：﴾一社﴿エネルギー・資源学会、 ﴾公社﴿化学工学会、﴾一社﴿環境共創イニシアチブ、 

﴾公社﴿空気調和・衛生工学会、﴾一社﴿再生可能エネルギー長期安定電源推進協会、 
﴾一財﴿省エネルギーセンター、 ﴾一財﴿素形材センター、 ﴾一社﴿地球温暖化防止全国ネット、 
﴾一社﴿電気学会、電気事業連合会、 ﴾一社﴿電子情報技術産業協会、 ﴾一財﴿電力中央研究所、 
﴾一社﴿日本印刷産業連合会、 ﴾一社﴿日本機械学会、﴾一社﴿日本機械工業連合会、 
﴾公社﴿日本技術士会、﴾一社﴿日本金属熱処理工業会、 ﴾一社﴿日本工業炉協会、  
﴾一社﴿日本工作機械工業会､ ﴾一社﴿日本産業機械工業会、﴾一社﴿日本自動車部品工業会、 
﴾一社﴿日本食品工学会、日本製薬工業協会、日本製薬団体連合会、﴾一社﴿日本鍛造協会、 

 ﴾一社﴿日本鋳造協会、 ﴾一社﴿日本鋳鍛鋼会、﴾一社﴿日本厨房工業会、﴾一社﴿日本電気協会、  
﴾一社﴿日本電機工業会、 ﴾特非﴿日本電磁波エネルギー応用学会、﴾一社﴿日本熱処理技術協会、 
﴾公社﴿日本冷凍空調学会、 ﴾一社﴿日本冷凍空調工業会、﴾一社﴿農業電化協会、 
﴾一財﴿ヒートポンプ・蓄熱センター 

           
２．実施内容 
（１）全体 

第19 回エレクトロヒートシンポジウムは、昨年に続きWEB により開催することとした。 
WEB 開催の特徴を生かし、主催者挨拶・開催趣旨、基調講演、特別講演、技術発表を事前収録し、

開催期間中オンデマンド配信を実施、技術発表については10 テーマ配信。技術展示は、バーチャルブ

ースに49 の企業・団体・研究機関が集結。各出展者WEB コンテンツ（PDF）を展示し、資料ダウンロ

ード、動画視聴はじめZOOM 面談等を可能とした。 
前回新企画として追加した学生等の来場者数を増やすためのコンテンツ『エレクトロヒート業界大

図鑑』の「エレクトロヒートに関わる仕事紹介」のコーナーに動画を採用し、より親しみやすいサイト

作りを行った。また、学生の参加を誘起するため「ＧＸに貢献する技術研究紹介」のコーナーを新設し、

エレクトロヒートに拘らず、ＧＸに貢献する研究についての紹介をバーチャル展示方式で行っている。 
WEB 開催につき、初回、ID（メールアドレス）、PW（任意）を登録すれば、期間中は「お使いの各

種デバイスで」「いつでも」「何処でも」「何度でも」視聴、閲覧を可能である。 
 
（２）コンテンツ 

【主催者挨拶・開催趣旨】 
 『電気のチカラで GX に貢献 めざせ！ 世界をリードする脱炭素技術』   

内山 洋司氏（一般社団法人日本エレクトロヒートセンター 代表理事・会長） 
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【講演エリア】 

■基調講演『エネルギー政策の方向性について』 
小高 篤志氏（経済産業省 資源エネルギー庁 長官官房 総務課 戦略企画室 室長） 

   ■特別講演① 『ＧＸに貢献する「エレクトロヒート」の未来』 
渡邊 弘子氏（一般社団法人 ものづくりなでしこ 代表理事（富士電子工業株式会社 

 代表取締役社長）） 
■特別講演②『来るカーボンプライシング制度に向けて ～ＧＸ政策を読み解く～』 

高木 航平氏（株式会社三菱総合研究所 エネルギー・サステナビリティ事業本部 
 ＧＸグループ研究員） 

 
【技術発表エリア】 

■［抵抗加熱］    新熱工業株式会社 
シーズヒータを組込んだ製品と技術のご紹介 

■［電磁波加熱］   九州大学 大学院工学研究院 
マイクロ波加熱製鉄プロセスの開発における廃プラスチックの利用可能性 

■［誘導加熱］    富士電波工業株式会社 
誘導加熱の高温炉への適用 

■［赤外線加熱］   コーテック株式会社 
赤外線・熱風ハイブリッド炉による塗装乾燥工程の革新 

■［アーク加熱］   東京製鐵株式会社 
電炉による「脱炭素社会」と「循環型社会」への貢献 

■［ヒートポンプ］  株式会社ササクラ 
補助金も活用可 MVR 型蒸発濃縮装置でCO2 排出量最大90%超カット！ 

■［ヒートポンプ］  ダイキン工業株式会社 
新型モジュールチラー「HEXAGON GX」と遠隔監視制御・システム性能診断サービスについて 

■［ヒートポンプ］  一般財団法人電力中央研究所 
IEA ヒートポンプ技術協力プログラムAnnex 58（高温ヒートポンプ）の参加報告 

■［ヒートポンプ］  中部電力株式会社 
洗浄工程向け循環加温ヒートポンプ「エコde ヒートEX」の開発 

■［業務用電化厨房］ フクシマガリレイ株式会社 
IoK-PF を利用した様々な厨房機器の管理と衛生管理を一元化できるシステム 
 

 【期間限定特別配信】 
■「酷暑対策と、CO2 削減の両立を目指した自然エネルギー活用の超高効率熱交換器システムに 

ついて」 

 MDI 株式会社                        11 月 5 日～11 日配信 

■「ヒートポンプ導入検討のノウハウ移転サービス」 

ほっとコンサルティング株式会社              11 月12 日～18 日配信 
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■「企業が脱炭素に取り組む方法とは ～脱炭素の計画策定から具体策の実行まで～」 

関西電力株式会社               11 月19 日～25 日配信 

  ・11 月26 日～30 日 全件緊急公開 

 

【技術展示エリア】 
■バーチャルブース展示企業・団体等（49 者）※50 音順、敬称略 
 MDI、沖縄電力、加島、カツラギ工業、関西電力、九州電力、高周波熱錬、 

コベルコ・コンプレッサ、ササクラ、四国電力、島田理化工業、省エネルギーセンター、 
生活デザイン研究所、第一高周波工業、ダイキンアプライドシステムズ、ダイキン工業、 
谷口ヒーターズ、中国電力、中部電力ミライズ、テクノカシワ、電気興業、電気事業連合会、 
電力中央研究所、東京商工会議所、東京電力エナジーパートナー、東北電力、トクデン、 
日本キヤリア、日本電熱、ヒートポンプ・蓄熱センター、日立プラントサービス、広築、富士経済、

富士電機、富士電子工業、富士電波工機、富士電波工業、プラウテック、北陸電力、北海道電力、

前川製作所、三浦工業、ミクロ電子、三菱重工サーマルシステムズ、三菱電機、 
電化厨房ドットコム、日本エレクトロヒートセンター 
 

【エレクトロヒート業界大図鑑】 
  ■GX に貢献 未来を創る 研究紹介 ※50 音順、敬称略 
    大阪大学大学院工学研究科 下田研究室、大阪大学大学院工学研究科 芳澤研究室、 

九州大学大学院 食品製造工学研究室、国士舘大学理工学部 二川研究室、 
東京電機大学 建築エネルギー研究室、東北大学大学院工学研究科附属 超臨界溶媒工学研究 

センター、山形大学大学院理工学研究科 古川研究室 
  ■電気のチカラでGX に貢献 お仕事紹介 
    活躍されている若手社員のインタビュー ※50 音順、敬称略 
          AIHO、ササクラ、第一高周波工業、大同特殊鋼、東京電力エナジーパートナー、広築、 
      富士電波工機、メトロ電気工業） 
  ■電気のチカラで熱を制す（エレクトロヒートが解決） 
    解説動画等で分かりやすく解説 
  ■なるほど なるほど 電気のチカラ 
    加熱種類ごとの基本的な理論や特長を、家電の例や導入事例を紹介しながら説明 
  ■電気のチカラで世の中を変える 仲間たち 

     シンポジウム出展企業のリクルートサイトご紹介 
 
（３）WEB 開催の広報強化 

第19 回エレクトロヒートシンポジウムは、前回新企画として追加した学生等の来場者数を増やすた

めのコンテンツ『エレクトロヒート業界大図鑑』の「エレクトロヒートに関わる仕事紹介」のコーナー

に動画を採用し、より親しみやすいサイト作りを行った。また学生の参加を誘起するため「GX に貢献

する技術研究紹介」のコーナーを新設し、エレクトロヒートに拘らずＧＸに貢献する研究についての紹

介を行うことにより、学生の参加並びに先生から生徒への慫慂のきっかけづくりにもなっている。 
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入場登録者数については、昨年の5,112 名に対し、今年は6,000 名の目標を掲げた。 
目標達成に向け、案内リーフレットや過年度開催シンポジウム参加者等の JEHC メルマガ会員および

JEHC 関係先へのメール配信に加え、共催である日刊工業新聞社と協力した紙面・バナー広告およびメ

ルマガの対象を拡大、プレスリリースによるパブリシティ﴾新聞、業界紙・誌﴿への情報提供を行った。

さらに、会員企業や電力会社が保有する各地域の顧客リソースを活用し、ホームページへのバナー広告

設置やメール・メルマガを活用した積極的な情報発信により、全国的な規模、また開催全期間を通し、

エレクトロヒートシンポジウムの広報・告知活動に取り組んだ。 
① 案内リーフレット10,500 部［A4 判 両面］、ポスター400 部［A2 判］（9/26～配布） 

・会員各社、出展者、技術発表者、後援・協賛39 団体に配布 
② 日刊工業新聞紙面広告 

・広告[半5 段]（10/25､11/8 掲載）             すだれ広告（11/1 掲載） 
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③ 電気新聞紙面広告、記事 

・広告[半5 段]（11/5 掲載）          参考：開催中記事（11/8 掲載） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ WEB 広告 
・日刊工業新聞電子版（レクタングルバナー等 8/１～11/30 配信） 
  パソコン版                  スマートフォン版 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・JEHC 関連WEB ページ（JEHC ホームページ、産業用ヒートポンプ.COM、電化厨房.COM） 
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⑤ 協賛団体、出展者ホームページ掲載 ※敬称略 
・地球温暖化防止全国ネット、化学工学会、日本食品工学会、日本電磁波エネルギー応用学会、

日本熱処理技術協会、富士電子工業、MDI、テクノカシワ、メトロ電気工業、加島、高周波熱錬、 
第一高周波工業、谷口ヒーターズ、東京電力エナジーパートナー、日本電熱、富士電機、 
富士電波工業 ほか 

 
⑥ 業界紙広告 

・工業加熱11 月号（11/1 発刊）、省エネルギー10・11 月号（9/30、10/30 発刊）、 
 エレクトロヒート9･11 月号（9/15、11/15 発刊）、エネルギーフォーラム11 月号（11/1 発刊） 
 
   広報紙面                  エレクトロヒート9･11 月号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦ パブリシティ記事 
・電気新聞（10/25、11/8） 

・熱産業経済新聞（10/25） 

⑧ メール（メルマガ） 
・過去および新規シンポジウム来場者等へのメール配信 
（7/10､8/13､9/11､10/1､10/9､10/10､10/17､10/23､10/28､11/1､11/5､11/7､11/12､11/19､11/21､

11/22､11/26､11/29：約13,000 人） 
・日刊工業新聞ターゲティングメール（10/25､11/8 配信：約4 万人） 
・ものづくり日本会議登録者（11/1 配信：1.6 万人） 
・地方（北海道、東北、関東、中部、近畿、中国、九州）経済産業局よりメール配信 
・東京商工会議所より、全国の商工会への発信 

⑨ 学生を中心とした新規視聴者拡大 
   ・エレクトロヒート業界大図鑑 「ＧＸに貢献する技術研究紹介」の新設による出展研究室の参加 
   ・各電力に関わりのある大学先生からの学生への入場登録慫慂発信 
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（４）WEB 会場の改善 
  ①（課題）加熱方式別の入口では見たい内容の検索ができない 
   （対応１）プログラムからのリンク閲覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   （対応２）業種別、用途別のキーワード検索構築 
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  ②（課題）リアルとWEB の併用 
   （対応１）ライブ配信活用等、双方向コミュニケーションによるリアル代替 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   （対応２）出展者の他展示会の情報提供 
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３．実施結果 
（１）入場登録者：5,643 名（※昨年度：5,112 名） 

会員（電力）：2,572 名、 会員（電力除く）：936 名、 非会員：2,135 名（うち学生 75） 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 第19 回エレクトロヒートシンポジウム 第18 回 

会員 3,508 936 加熱機器メーカ、HPメーカ、業務用厨房機器メーカ、エンジ会社ほか 947 3,183 2,572 電力会社 2,236 

非会員 2,135 

872 

（製造業） 
住友電工、トヨタ自動車、三菱重工業、ＡＧＣ、デンソー、ノーリツ、 
日立Astemo、日産自動車、三菱マテリアル、アイシン、川重冷熱、京セラ、 
マツダ、ＩＨＩ、荏原製作所、大日本印刷、本田技研工業、エトリア、 
オカムラ、 JFE スチール、住友化学、大平洋金属、ニシム電子工業、 
日本製鉄、IHI機械システム、川崎重工業、キッコーマン食品、神戸製鋼所、
積水化学工業、DOWA サーモテック、日本ガイシ、ほか 

901 

1,929 

8 （医療・福祉・飲食・宿泊） 
医療法人財団 康生会、JR西日本ホテル開発ほか 14 

30 （金融・投資）  
SMFLみらいパートナーズ、オリックス、三菱UFJ銀行ほか 11 

86 （商社・流通・小売） 
アズビルトレーディング、ダイキンＨＶＡＣソリューション、ユアサ商事ほか 73 

264 （エネルギー会社・インフラ会社） 
NTT西日本、東京ガス、大阪ガスほか 259 

292 
（建設業・建築設計） 
熊谷組、清水建設、竹中工務店、東洋熱工業、大成建設、高砂熱学工業、
富士古河E＆C、菱熱 ほか 

157 

583 
（政府／研究機関／協会／業界団体／大学／その他） 
NEDO、 HP蓄熱センター、福井大学、三菱総合研究所、省エネセンター、 
国士舘大学、東京商工会議所、早稲田大学、電事連、富士経済、ほか 

514 

合計 5,643  5,112 
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（２）入場登録者属性 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

ａ．入場地域（5,643 名） 
     ・入場登録者は都道府県別では東京都が突出して多い。（1,528 名；約27%） 

・全体の約42%は東京都を中心とする関東圏（2,354 名）、残りは関西（979 名）、中部（760 

名）、東北（559 名）の順に多く、電力会社の拠点地域を中心に登録者の広がりが見られる。 

 

ｂ．業種 

・製造業とエネルギーが、全体の約75％を占める。エネルギーは会員である電力会社が約９割を 

占める。   

・製造業の内訳を見ると機械器具製造業（電子・電気、輸送用、一般）が半数近くを占めておりエレク 

トロヒートへの関心が高いことが伺える。 

次いで、金属関連の製造業（約9%）、そして化学工業が続いた。 

・JEHC 会員数の少ない、建築・工事業、サービス業、卸売・小売業などからの入場者も見られ、 

脱炭素社会への実現に向けた取り組みについて、幅広い業種が関心をもち、参加に繋がった可能 

性が考えられる。 

 
 

 
 
 
 
 

（業種別内訳） （製造業別内訳：計1,547 名） 
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 ｃ．職種 
  ・営業・マーケティングが圧倒的に多いが、エネルギー（会員：電力会社）が占める。 
  ・生産技術・製造・品質管理は製造業が占める。 
   ・設計・開発・研究は製造業、建設・工事業の方々が多くエレクトロヒート技術への関心が伺える。 
 
 
 

 

 
 
 

 ｄ．職名 

  ・昨年と傾向は変わらず、WEB 開催により、 

どこからでも参加できるため実務者の方  々

に多く来場いただいた。 

 ・学生や大学をはじめとした教育機関から 

115 名の来場。 

 

ｅ．従業員数 

  ・従業員数300 人未満の企業、大学、団体からの参加者は約２割を占める。 

  ・電力会社が多くを占める従業員数10，000 人以上を除くと、従業員数1,000 人～2,999 人の 

企業が多い。 

  ・従業員数毎にｄ項の職名割合を当てはめると、従業員数が少ない企業ほど経営者・意思決定者自 

ら参加されていることが伺える。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（職種別内訳） （業種別/職種別内訳） 

（職名内訳） 

（従業員数/参加者数） （従業員数別/職名別割合） 

従業員数 来場者数
なし 126
100人未満 430
100～299人 516
300～499人 412
500～999人 407
1,000～2,999人 1,169
3,000～4,999人 634
5,000～9,999人 537
10,000人以上 1,412
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 ｆ．来場のきっかけ、目的 

・主催者からの案内および社内   

回覧・社員からの紹介が圧倒   

的に多い。 

・JEHC からの案内発信と受け 

 た企業、団体にて関係部署に 

情報発信、共有された結果と 

考える。 

 

  ・目的の内訳を見ると、講演、技術 

   発表の視聴が多く、次いで業界  
動向を掴むが続く。 

   情報収集の場として大いに期待  
されていると考える。 

 
 
（３）入場者アンケート回答状況（回収211 件；回答率 約3.7％） 

アンケート回答数を増やす目的で、回答者の中から抽選にて 
「産業用ヒートポンプ活用ガイド」、「電気加熱システム活用ガ 

イド」、「ものづくりに電気 Vol6、7 セット」のいずれかを 
各30 名（計90 名）に贈呈。 

 
Q．第19 回エレクトロヒートシンポジウムはいかがでしたか。 

 
・ほぼ全て（99%）の回答が、 

「とても良かった」、「まあまあ良かった」と 
好評を得ている。 
 

 
 
Ｑ．今回のＷＥＢサイトの作り・構成はいかがでしたか。 

 
・大半（約84%）の回答が、「大変見やすい」、「見 
 やすい」と評価を得た。 
・少数ながら10 件「少し見づらい」があったが、 

具体的なコメントは無かった。 
 
 
 
 

（きっかけ内訳） 

（目的内訳） 
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Ｑ．WEB シンポジウムのご感想・ご意見・改善すべき点などがあればお書きください。（自由記述） 
  ［回答数：33 件］ 

【総評】 
〇有意義（28 件）と好評いただいた。 

今まで大きな展示会は見てきましたが、久々に面白い内容の展示を見させていただきました。と 
のご意見もあった。 

 【WEB 開催】 
〇オンデマンド方式で聴講者の都合に合わせて好きなタイミングで閲覧できるのは、非常にありがた 

い。（4 件） 
出張せずとも自席から参加することができ、タイパ、コスパの面で大変メリットがある。自分の 

都合で、最新の情報が何回も納得いくまで閲覧できるのが良い。とのご意見もあった。 
  ●時間があるときに情報収集できるのはありがたい。一方出展企業と直接対話できるリアル開催も復  

活したらうれしい。 
  ●１日出張で各ブースをまわり、気になったブースで直接担当者に話を聞く方が良い。 

【WEB 構成】 
 〇スタート画面が分かりやすかった。 
 〇音質バランスとボリューム感が良く講演が聞き取りやすい。 
 〇動画視聴できるアイテムが増えるとさらに見やすくなる。 
  ●音声状態が気になる動画があった。外部ノイズを拾っているものだと思う。指向性の高いマイクや 

口元で拾うなど改善してもらえるとなお良いと思う。 
 【内容・ボリューム】 
  〇廃熱の利用やヒートポンプ導入が課題であり、講演内容は非常に参考になった。 
  〇事例が多く参考になった。 
  〇大学研究室での研究内容の紹介ページが興味深かった。 
  

 
４．事務局総評 

・過去最高の5,643 名の方に入場登録いただき、メルマガ配信はじめ社内外問わず広くご案内いただいたこと 
が数字に表れている。また多くの方がエレクトロヒートに関心を持たれていることが分かる。 

   ・次世代を担う学生の入場者も昨年より増え始めている。 
   ・気になった内容については直接対話したいとの要望もあり、次回はライブ配信数を増やし、エレクトロヒー 

トシンポジウムに出展している企業の他の展示会への出展状況の情報をもっと見やすくお届けしたい。 
 

以 上 
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参考 

（案内リーフレット／ＷＥＢページ） 
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案内リーフレット（表） 
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案内リーフレット（裏） 
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ポスター（A2 判） 
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ランディングページ 
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会場ＭＡＰ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
    基調講演・特別講演                         技術発表エリア    
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期間限定特別配信                                             

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   バーチャル展示エリア                     バーチャル展示ページ（出展ページ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



22 
 

                     業界大図鑑 

 
 
 
 


